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～「アロハ～！」笑顔でイキイキ、踊ってワクワク～
●日時／毎月第１火曜日 10:30～11:50
　　　　毎月第３火曜日  9:00～10:25
●場所／中央公民館

I n t e r n a t i o n a l  C o r n e r

リサの

マイ
サークル
ハワイアン　フラの会

１92

　橋谷田　025-3477

　ハワイアンのメロディに乗せてゆったり

とステップを踏む笑顔のダンスサークル

「ハワイアン　フラの会」をご紹介します。

上達するまで大変ですが、今野富井先生に

ご指導をいただき、南国ハワイの曲に心を

癒やされながら歳を忘れて楽しんでいます

（何年たっても初々しい？）。

　一年生気分の16名は、４月からサーク

ル講座生として再スタートします。いつの

間にか足腰が鍛えられるほか、脳の活性化

にも効果的。「メタボリックシンドローム

よ、サヨウナラ！」です。

　初心者の方など、大歓迎です。年齢は問

いません。一度練習をのぞいてみてくださ

い。その日からあなたは立派なフラガール

です。
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市 内 イ ベ ン ト 掲 示 板 （4月1日～5月5日）〈　　＝花火打ち上げ〉

※そのほかのイベント情報などの詳細については、市のホームページをご覧ください。

開催日 時間 イベント名 場所 有・無料 問い合わせ先 備考

～5月21日（月） 9:00～
16:00　 柴田長吉郎コレクション展PART3 弥治郎こけし村 入村無料 弥治郎こけし村

☎26-3993 18頁掲載

4月  1日（日）
～5月上旬 白石城さくらまつり 白石城本丸内

益岡公園
商工観光課
☎22-1321

4月  1日（日） 8:30～ 春季消防演習
白石川緑地公園
ソフトボール場
※雨天時は白一小体育館

無料 生活環境課
☎22-1314

4月15日（日）10:00～15:00　 碧水園茶会 碧水園 お茶券400円 古典芸能伝承の館☎25-7949 20頁掲載

4月21日（土）10:00～11:30　
定期リサイクル教室
「食用廃油からせっけんを作ろう」いきいきプラザ

参加無料（材料持参）
※申し込み必要

いきいきプラザ
☎22-1635 20頁掲載

4月28日（土）
～5月  6日（日）

9:00～
17:00　

端午の節句展
※4月28日（土）10:00～12:00に
ささ巻き作りの実演と試食を実施

武家屋敷
「旧小関家」

大人200円、
高校生以下100円
※P20の無料券持
参の方は無料

博物館建設準備室
☎22-1343 20頁掲載

4月28日（土） 8:30～
12:00　 いきいきプラザフリーマーケット いきいきプラザ 入場無料

※出店希望者連絡必要
いきいきプラザ
☎22-1635 20頁掲載

4月29日（祝）
～5月  5日（祝）

9:00～
16:00　 日本サクラソウ展

白石城
大手門前展示場 見学無料 白石城管理事務所

☎24-3030 20頁掲載

4月30日（休日）10:30～ 第4回春の検断屋敷まつり 小原検断屋敷 無料 小原公民館
☎29-2031 18頁掲載

5月  3日（祝）
～5日（祝）

9:00～
17:00　

第49回全日本こけしコンクール
第14回白石市地場産品まつり ホワイトキューブ 入場無料 商工観光課

☎22-1321 23頁掲載

5月  3日（祝） 白石市民春まつり 市内中心部 無料 商工観光課
☎22-1321
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「JET・プログラム」って、何？
JET（Japan Exchange & Training）プログラムは、1987年のプログ

ラムの開始当初は4か国、848人の参加者からスタートし、2006年には
44か国、5,508人に至るなど目覚ましい成長を遂げてきました。日本の
政府から支持、支援され、ALT, CIR, SEAの3つの職種があり､面接は
参加者の出身国で行われます。プログラム参加者の90%以上が「ALT」
（Assistant Language Teacher）で、学校または教育委員会に配属され、
教育教材の準備や英語研究会のような課外活動などに従事しています。
残りは、国際交流員「CIR」（Coordinator for International Relations）
として、地方公共団体の国際交流担当部局などで働き、また「SEA」
（Sports Education Advisor）は、ごくわずかですが、地方公共団体に
属して運動競技における指導などを行っています。白石市には3人の中
学校ALT、2人の高校ALTと1人のCIRがいます。
最近の新聞に、JETプログラム／ALTの必要性についての批判があ
りました。問題点として、日本に来るJETプログラム参加者を受け入れ
るためのコストや彼らに先生の資格取得や責任がないこと、生徒たちの
上達性などが挙げられます。通常ALTたちの行う英語の授業は少なく、
そのほとんどが先生の資格を持っていません。また日本に来る前、日本
語や日本文化のことを全く分からない人もいたり、教え方についての研
究もあまりしていないと述べています。多くのJETの参加者は、それぞ
れに専門分野を持ち、大学を卒業してすぐに日本に来ています。
JETプログラムの2年目の参加者である私も、そしてALTたち自身も
この記事を読んで理解できます。多くのALTたちは、もっと責任を持て
る授業をしたいという希望を持っています。もう一つの批判は、ALTた
ちは英語の授業を面白くするために無駄なようなゲームをすると述べて

ありました。しかし、これはそんなに悪いことでしょうか？　生徒たち
の英語はペラペラになれなくっても、英語の授業を楽しんで、興味を持
つことも大切ではないでしょうか？　日本の中学や高校は欧米の学校
生活とは違います。日本の生徒は真剣に部活をして、そのあと塾に行く
のが普通でとても大変です。
先月、鳴子に住んでいるALTの友達、マイケルに会いに行って太鼓

演奏を見ました。素晴らしい演奏で、その後、駐車場に向かって一緒に
歩いているとき、信じられない大騒ぎが起きました。「マイケール！　マ
イケール！」と中学生の女生徒たちが一生懸命に走って、追いかけて来
たのです。彼女たちの笑顔と興奮をみて感激しました。私はどんなに
「マイケル先生」がこの生徒たちの学校生活を明るくしているか分かり
ました。白石市でもALTと町で買い物しているとき、同じように感じます。
ALTの先生と話すのは生徒にとっては楽しいことです。
私が知っている多くのALTは、真剣に彼らの仕事を引き受けて、最

大限の努力で生徒たちの英語を上達するように頑張っています。優秀
な大学を卒業し、目先の職歴にこだわらず、日本と日本の文化に飛び
込んできています。彼らの多くは、いろんな国を見て歩いて、いろんな
文化に興味を持っています。そしてその国際的なオープンな考え方や興
味を日本の若者たちにも感じてほしい､持ってほしいと思っています。
JETプログラムの目的は、国際交流と外国語教育を支援し、地域レ

ベルでの草の根の国際化を推進することです。個人レベルでの日本人、
特に日本の若者に向かって、JETの参加者は国際交流の場を提供して
います。日本の社会は、多民族国家ではありません。今の時代、国際
交流を促進発展することは、大変重要だと思います。


